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ChatGPT 4o 

 

You said: 

GLOCOM 六本木会議オンライン#82 NTT 版 LLM tsuzumi について.docx 

ドキュメント 

ステップバイステップで要約してください。 

ChatGPT said: 

ChatGPT 

以下は「GLOCOM 六本木会議オンライン#82 NTT 版 LLM tsuzumi について」ドキュメント

の要約です。ステップバイステップで進めていきます。 

1. 会議の概要 

• テーマ: NTT の大規模言語モデル（LLM）「tsuzumi」について。 

• 登壇者: NTT 人間情報研究所所長の日高さん。 

2. 生成 AI と従来の AI の違い 

• 従来の AI: 分類や分析に特化しており、パターンを認識して既存の答えを返す。 

• 生成 AI: 新しいパターンを作り出すことが可能で、画像や文章を生成する能力が

ある。 

3. LLM の基本説明 

• LLM（大規模言語モデル）: 大量のデータを用いて学習されたモデルであり、人間

らしい自然な応答を生成できる。 

• 代表的な LLM: GPT（OpenAI）、LaMDA（Google）、LLaMA（Meta）など。 

4. NTT 版 LLM「tsuzumi」の特徴 

• 軽量化: 小規模でありながら高い性能を発揮するように設計。従来の大規模なモ

デルよりも電力やコストが低減されている。 

• 学習データ: 日本語を中心に、他の言語や専門分野にも対応できるように設計さ

れている。 

5. 「tsuzumi」の技術的な詳細 
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• パラメーターサイズ: 他の大規模モデルと比べて小さいが、質の高いデータと効果

的な学習方法により高い性能を実現。 

• 学習コストの削減: 超軽量版と軽量版のモデルを提供し、それぞれ学習コストと推

論コストを大幅に削減している。 

6. 利用の注意点 

• 誤情報の生成: LLM は間違った情報をもっともらしく生成する場合があるため、慎

重な利用が求められる。 

• 知識の偏り: 学習データに偏りがあると、出力にも偏りが反映される可能性があ

る。 

7. tsuzumi の利用事例と応用 

• 内部利用: 社内文書の検索や要約、プレゼン資料の作成支援など。 

• 外部利用: 自動応答エージェントや社外向けのサービスに応用。 

8. マルチモーダルの拡張 

• 視覚データの処理: 文書や画像を組み合わせた質問への対応も可能にする技術

が導入されている。 

• 未来の展望: 言語だけでなく、視覚や聴覚など複数の感覚を統合した「マルチモー

ダル」AI の実現を目指す。 

9. 質疑応答 

• パラメーターサイズの小ささ: tsuzumi が小規模で高性能を発揮できる理由につい

て、質の高いデータと日本語特化の学習方法が影響しているとの説明がなされ

た。 

• 他の LLM との比較: 日本語に特化した他社の LLM とのベンチマークについても

言及があったが、詳細な比較データは今後の課題としている。 

この要約により、NTT 版 LLM「tsuzumi」の開発背景、技術的な特徴、利用方法、そして今

後の展望について理解できるかと思います。 

4o 

You said: 

NTT 版 LLM「tsuzumi」の特徴を詳しく 

ChatGPT said: 
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ChatGPT 

NTT 版 LLM「tsuzumi」の特徴について、以下の詳細をご説明します。 

1. 軽量化と高効率 

• 小規模なパラメーターサイズ: 

o 「tsuzumi」は、通常の大規模言語モデル（LLM）と比較して、非常に小規模

なパラメーターサイズを持っています。具体的には、「tsuzumi」の超軽量版

は 0.6 ビリオン（6 億）、軽量版は 7 ビリオン（70 億）のパラメーターを持ち、

これは GPT-3 の約 1/300 から 1/25 のサイズに相当します。 

o これにより、学習コストや推論コストを大幅に削減でき、GPU や CPU の利

用を最適化します。超軽量版では、GPU が不要で、CPU のみで推論が可

能です。 

2. 学習データと品質 

• 高品質な日本語データ: 

o 「tsuzumi」は、日本語に特化した学習を行っています。NTT の研究所は、

日本語の自然言語処理において長年の経験と知識を蓄積しており、その

成果を「tsuzumi」に反映させています。 

o 日本語だけでなく、他の言語や専門分野にも対応できるよう、幅広い学習

データを取り入れています。このデータは、Web データ、専門文書、会話デ

ータなどから収集されており、学習データの質と量を向上させることで、パ

ラメーターが小さくても高い性能を発揮できるよう設計されています。 

3. 電力消費とコストの削減 

• 環境に優しい設計: 

o 大規模言語モデルの大きな課題は、学習や推論に必要な電力とコストで

す。「tsuzumi」は、学習に必要な電力を削減することを目指しており、たとえ

ば、GPT-3 に比べて学習コストが約 1/100 から 1/200 に低減されていま

す。 

o この結果、運用コストも大幅に削減され、特に企業が自社で運用する際の

負担を軽減することができます。 

4. 特化型 LLM としての柔軟性 

• アダプターチューニング: 

o 「tsuzumi」は、業界や企業の特定のニーズに応じて柔軟にカスタマイズ可

能です。アダプターチューニングという技術を用いて、特定の分野に特化し

たモデルを効率的に作り出すことができます。 
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o これにより、金融や医療、製造業などの特定業界向けに、最適化された

LLM を迅速に提供できるようになっています。元のモデルを大きく変更する

ことなく、部分的に専門知識を追加することで、コストを抑えながら高精度な

応答を実現します。 

5. 日本語特化と他言語対応 

• 日本語の強み: 

o 「tsuzumi」は、日本語に特化した設計がなされており、日本国内での利用

において他のモデルに対する優位性があります。具体的には、日本語の文

法や語彙に対する深い理解を持っており、日本語を主要言語として使用す

る企業やサービスにおいて、高精度な応答を提供します。 

o また、英語や中国語などの多言語にも対応できるよう設計されており、国際

的なビジネスにも適応可能です。 

6. 視覚と音声の統合（マルチモーダル） 

• マルチモーダル対応: 

o 今後、「tsuzumi」は言語処理に加えて、視覚データや音声データの処理も

統合していくことを目指しています。たとえば、画像を理解し、それに基づい

た応答を生成することや、音声データを解析して回答を提供することが可

能になる予定です。 

7. プライバシーとセキュリティ 

• オンプレミスでの運用: 

o 「tsuzumi」は、企業内での安全な運用を重視して設計されています。軽量

なモデルであるため、企業のオンプレミス環境での運用が容易であり、機

密情報を外部に出さずに、社内データを使用したカスタマイズが可能です。 

これらの特徴により、「tsuzumi」は、効率性とコストパフォーマンスに優れ、日本国内外で

の広範な応用が期待されています。 

4o 

You said: 

tsuzumi の利用事例と応用を詳しく 

ChatGPT said: 

ChatGPT 
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NTT 版 LLM「tsuzumi」の利用事例と応用について詳しく説明します。 

1. 社内業務の効率化 

• 文書検索と要約: 

o 「tsuzumi」は、社内に蓄積された膨大な文書データの中から、特定の情報

を迅速に検索し、要約する機能を提供します。これにより、従業員が必要な

情報をすばやく取得できるため、業務効率が大幅に向上します。 

o 例として、法務部門での契約書の内容確認や、マーケティング部門での過

去のキャンペーン資料の検索が容易になります。 

• プレゼン資料の作成支援: 

o tsuzumi は、プレゼンテーション資料の作成をサポートします。例えば、プレ

ゼン資料の要点を自動生成したり、過去のプレゼン資料から適切な情報を

抽出して提供したりします。これにより、資料作成にかかる時間と労力を大

幅に削減できます。 

2. 顧客対応の強化 

• 自動応答エージェント: 

o 「tsuzumi」を利用した自動応答エージェントは、顧客からの問い合わせに対

して、迅速かつ適切に応答できます。これにより、カスタマーサポートの効

率が向上し、顧客満足度の向上にも寄与します。 

o 例えば、銀行や保険会社のコールセンターにおいて、顧客からの問い合わ

せに対する応答を自動化し、複雑な問い合わせにも柔軟に対応することが

できます。 

• FAQ システムの高度化: 

o 顧客から寄せられる質問に対して、事前に用意された FAQ（よくある質問）

を基に、最適な回答を提供します。「tsuzumi」は、FAQ のデータベースにな

い質問にも応答可能で、新しい質問に対しても適切な回答を生成する機能

を持っています。 

3. 業界特化型アプリケーション 

• 金融業界: 

o 「tsuzumi」を金融分野に特化させることで、金融用語や業界固有の規制に

対応した応答を提供します。例えば、投資顧問サービスやファイナンシャル

プランニングにおいて、顧客に適切なアドバイスを提供するために活用でき

ます。 

o また、金融機関内でのリスク管理やコンプライアンスのチェックにも応用可

能で、関連文書の自動解析や規制遵守の確認作業を自動化できます。 

• 医療分野: 
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o 医療分野での応用として、医療用語や診療ガイドラインに特化した

「tsuzumi」を構築し、医師や看護師への診療支援を行います。例えば、患

者の症状に基づいた診断サポートや、医療文献の検索・要約を行うことが

できます。 

o また、患者からの問診データをもとに、診療記録を自動で整理し、診療プロ

セスを効率化することが可能です。 

4. 社外利用とパートナーシップ 

• API サービスの提供: 

o 「tsuzumi」は、外部パートナー向けに API として提供され、様々な企業や開

発者が自社サービスに統合することができます。これにより、企業は自社

のビジネスに合わせたカスタマイズが容易になり、迅速なサービス開発が

可能になります。 

o 例えば、e コマースプラットフォームにおいて、商品説明の自動生成や顧客

レビューの分析に「tsuzumi」を組み込むことで、ユーザー体験を向上させる

ことができます。 

• 教育分野: 

o 教育機関やオンライン学習プラットフォームにおいて、「tsuzumi」を活用した

インタラクティブな学習支援が可能です。例えば、学生が提出したレポート

の内容を要約し、フィードバックを自動生成する機能が挙げられます。 

o また、特定の分野に特化した知識を持つモデルを使用して、専門的な講義

内容をわかりやすく説明することも可能です。 

5. マルチモーダル応用 

• 視覚データとの統合: 

o 「tsuzumi」は、画像や文書を組み合わせた情報処理にも対応しています。

例えば、製品の画像を分析して、その特徴を説明したり、工場の図面を解

析して作業手順を最適化するサポートを行うことができます。 

o この機能は、製造業や建設業など、視覚的なデータが重要な役割を果たす

分野で特に有用です。 

• 音声データとの統合: 

o 将来的には、音声データを解析し、それに基づいた回答や指示を生成する

ことも計画されています。これにより、音声インターフェースを介しての自然

な対話が可能になります。 

6. プライバシーとセキュリティの確保 

• オンプレミスでの導入: 
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o 「tsuzumi」は、企業内のプライバシー保護を考慮し、オンプレミスでの導入

が可能です。これにより、企業の機密データを外部に出さずに、自社専用

の LLM として活用することができます。 

o たとえば、法務部や人事部が扱う機密文書の処理において、外部のクラウ

ドサービスを利用することなく、安全に内部で処理を完結することができま

す。 

これらの利用事例と応用により、「tsuzumi」は多岐にわたる業界や用途で活用されてお

り、企業の効率化、顧客対応の強化、専門分野での高度なサポートなど、さまざまな分野

で価値を提供しています。 

4o 

You said: 

質疑応答を詳しく 

ChatGPT said: 

ChatGPT 

NTT 版 LLM「tsuzumi」に関する質疑応答セッションでは、さまざまな質問が飛び交い、特

に「tsuzumi」の技術的な特性や応用に関する深い議論が行われました。以下に、その質

疑応答の内容を詳しく説明します。 

1. パラメーターサイズの小ささと高性能の理由 

• 質問: 「tsuzumi」は他の大規模な LLM に比べてパラメーターサイズが小さいの

に、なぜ高性能が発揮できるのでしょうか？ 

• 回答: 

o 「tsuzumi」のパラメーターサイズが小さいということは、一般的には「地頭が

悪い」という表現を使用して説明されました。しかし、高品質な日本語データ

や専門的なデータを学習させることで、この「地頭の悪さ」を補っています。 

o 具体的には、教材となるデータの質を高め、学習方法を工夫することで、特

定分野において優れた性能を発揮できるように設計されています。つまり、

すべての分野において万能ではないが、特定の分野において非常に優れ

た能力を持つように調整されているのです。 

2. 日本語特化の学習内容 

• 質問: 「tsuzumi」は日本語のデータのみを学習しているのですか？また、文語や

古文も学習対象に含まれているのでしょうか？ 
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• 回答: 

o 「tsuzumi」は日本語だけでなく、英語や他の言語も学習対象としています。

日本語に特化しているとはいえ、ウェブページやサイエンティフィックデー

タ、会話データなど、幅広いデータを基に学習しています。 

o また、現代文だけでなく、文語や古文、さらには様々な文体や口語表現も

含めて学習が行われています。ただし、無意味な単語やデータは除外され

ており、意味のある高品質なデータだけが学習に使用されています。 

3. 商用化と具体的な利用事例 

• 質問: 「tsuzumi」の商用化の具体例やコスト感を教えてください。また、一般利用

者が無償で試すことはできないのでしょうか？ 

• 回答: 

o 商用化については、具体的な事例や利用料金についての詳細は非公開で

あるため、具体的な情報提供はありませんでした。しかし、商用利用に関す

る問い合わせや相談には応じているとのことです。 

o また、一般利用者向けに無償で試すことができるかについては、現状では

一般公開や無償提供の予定はないが、将来的に何らかの形で試用できる

機会を検討しているとのことです。エンタープライズ向けのサービス提供を

中心に進められていますが、今後の展開として、利用者が気軽に触れられ

る環境を提供する可能性についても言及されました。 

4. AI コンステレーションの可能性と課題 

• 質問: AI コンステレーションの考え方は面白いが、先導を多くして船山に登る（指

導者が多すぎて物事がうまく進まない）ことにはならないでしょうか？ 

• 回答: 

o この懸念については、確かに複数の AI が関与することで意見が分かれ、

意思決定が難しくなる可能性があると認められました。しかし、AI 同士の議

論や調整を通じて、最も適切な解決策を見つけることができると考えていま

す。 

o 具体的には、一部の AI が誤った情報を生成した場合、他の AI がその情

報を正す役割を果たすことができるため、最終的により正確な結論に至る

可能性があります。モデレーションの役割を持つ AI や、追加の質問によっ

て誤りを指摘する仕組みが重要だと強調されました。 

5. 他の日本国内 LLM との比較 

• 質問: 日本国内の他の LLM と比較して、「tsuzumi」はどのような性能を発揮してい

ますか？ 

• 回答: 
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o 日本国内の他の LLM との直接的な比較データは、このセッションでは提供

されませんでした。ただし、イライザなどの他の日本製モデルと比較した際

のベンチマークデータが存在し、「tsuzumi」は日本語において非常に高い

性能を持つことが確認されています。 

o 今後、さらなるベンチマークテストを行い、他の日本国内 LLM との比較を

公開する計画があると説明されました。 

6. 質の高いデータの影響 

• 質問: 質の高いデータだけを学習していることが、tsuzumi にとって不利になること

はありませんか？例えば、話が通じない、空気を読めないといった問題は発生しま

せんか？ 

• 回答: 

o 質の高いデータを学習することは基本的に有利に働きますが、場合によっ

ては、砕けた表現や特殊なスラングに対する理解が弱くなる可能性がある

ことも認められました。 

o ただし、この問題に対しても、学習データのバランスや学習方法の調整を

行うことで対応していく考えが示されました。 

7. 偽情報対策 

• 質問: 偽情報のインジェクション（注入）などの攻撃に対して、tsuzumi はどのように

対策を取っているのでしょうか？ 

• 回答: 

o 偽情報に対する対策は、NTT が AI の信頼性を確保するために重要なテー

マとして取り組んでいます。現在のところ、偽情報に対する具体的な対策を

世界に発表する段階には至っていないが、研究と開発を進めており、今後

の展開において信頼性を確保するための手段が提供される予定です。 

8. 業務データの活用と準備 

• 質問: 社内で tsuzumi を活用する際に、事前にデータを整理する必要があります

か？また、非構造化データにも対応できますか？ 

• 回答: 

o 「tsuzumi」は、社内の機密データを外部に出さずに活用するため、オンプレ

ミスでの導入が推奨されています。これは、企業内の情報を安全に扱うた

めの重要なポイントです。 

o 非構造化データに対しても対応可能ですが、そのためには、事前にデータ

を整理し、必要に応じて学習させるプロセスが重要になります。これにより、

特定業務に特化したカスタマイズが可能となり、効率的な業務遂行が期待

できます。 
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これらの質疑応答を通じて、tsuzumi の技術的な強みや課題、そして利用に関する具体的

な洞察が得られました。特に、日本語特化の LLM としての性能や、今後の商用展開に向

けた考え方について、多くの示唆がありました。 

4o 

You said: 

「日本国内の他の LLM と比較して、「tsuzumi」はどのような性能を発揮していますか？」を

詳しく 

ChatGPT said: 

ChatGPT 

質疑応答での質問「日本国内の他の LLM と比較して、『tsuzumi』はどのような性能を発

揮していますか？」に対する回答を詳しく説明します。 

1. ベンチマークテストの現状 

• 他社 LLM との直接比較: 

o 質疑応答では、具体的な他社の LLM（Large Language Model）とのベンチ

マーク結果については、詳細なデータは提供されませんでしたが、他の日

本製 LLM との比較においても「tsuzumi」が高い性能を持っていることが示

唆されました。 

o 特に、イライザ（Eliza）などの他の日本製 LLM と比較した際に、「tsuzumi」

は日本語において非常に高い性能を発揮していることが確認されていま

す。 

2. 性能の評価ポイント 

• 日本語処理能力: 

o 「tsuzumi」は、NTT の長年にわたる日本語自然言語処理技術の蓄積に基

づいて開発されています。このため、日本語の処理能力においては他の

LLM に比べて優位性があります。 

o 具体的には、日本語特有の文法や表現、さらに多様な文体（文語、口語、

専門用語など）に対する深い理解が可能です。 

• トークン処理の精度: 

o 「tsuzumi」は、日本語に特化したトークン処理の精度が高く、これが高い性

能の一因となっています。日本語は英語と異なり、単語の境界が曖昧であ

るため、適切に単語を区切り、文脈に応じた解釈を行う能力が求められま

す。この点で、「tsuzumi」は他の LLM に対して強みを持っています。 
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3. 軽量モデルでの高性能 

• 軽量化による利便性: 

o 「tsuzumi」は、パラメーターサイズが小さいにもかかわらず高い性能を発揮

するという特徴があります。これにより、他の LLM に比べて計算資源やエ

ネルギー消費を抑えつつ、高精度な応答を提供できる点で優位に立ってい

ます。 

o 例えば、GPT-3 などの非常に大規模なモデルと比較して、学習および推論

に必要なコストが大幅に低く、企業のオンプレミス環境でも容易に運用可能

です。この点で、特に中小企業や研究機関にとって導入しやすい選択肢と

なっています。 

4. 応用領域とカスタマイズ性 

• 専門分野への対応: 

o 「tsuzumi」は、特定の業界や分野に特化したカスタマイズが可能です。これ

により、金融、医療、製造業など、特定の分野において、他の LLM に比べ

てより精度の高い応答が可能です。 

o 特に、アダプターチューニング技術により、基本モデルに追加の学習を行う

ことで、特定分野に特化した知識を持つ LLM を効率的に構築できる点が

強調されました。 

5. 今後の比較データ公開の可能性 

• 今後の課題と展望: 

o 質疑応答の中で、他の日本国内の LLM との比較データが十分に提供され

ていないことが課題として認識されていました。NTT は、「tsuzumi」の性能

をより広く理解してもらうために、今後さらに詳細なベンチマーク結果を公開

する可能性を示唆しました。 

o これにより、他の LLM との相対的な性能をより明確に示し、「tsuzumi」の優

位性をさらにアピールしていく予定です。 

6. 日本語以外への適用 

• 多言語対応: 

o 日本語に強みを持つ「tsuzumi」ですが、他言語、特に英語や中国語への対

応も視野に入れています。他の LLM との比較では、日本語以外の言語に

おいても一定の性能を発揮しており、例えば、LLaMA（Meta）などと同程度

の英語処理能力を持つことが確認されています。 
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これらのポイントから、「tsuzumi」は日本国内の他の LLM と比較しても非常に高い性能を

発揮しており、特に日本語処理能力や軽量モデルでの高性能が際立っています。また、

今後さらに他の LLM との詳細な比較データが公開されることで、その優位性がより明確

になることが期待されます。 

4o 

You said: 

アダプターチューニング技術により、基本モデルに追加の学習を行うことで、特定分野に

特化した知識を持つ LLM を効率的に構築できる点、を詳しく 

ChatGPT said: 

ChatGPT 

アダプターチューニング技術は、NTT 版 LLM「tsuzumi」の柔軟性と効率性を支える重要な

技術です。この技術を活用することで、基本モデルに特定分野の知識を効率的に追加し、

特化型 LLM を構築することができます。以下に、この技術について詳しく説明します。 

1. アダプターチューニングの概要 

• 基本的な考え方: 

o アダプターチューニングは、LLM の基本モデル（ベースモデル）に対して、

小規模な追加学習を行うことで、特定の分野やタスクに特化したモデルを

構築する手法です。 

o 基本モデルは「白紙のキャンバス」のようなものであり、アダプターチューニ

ングを施すことで、その上に特定の色（知識や能力）を追加していくイメージ

です。 

• ローラ（LoRA: Low-Rank Adaptation）技術の応用: 

o アダプターチューニングは、ローラ技術に基づいています。ローラは、元の

モデルのパラメーターをほとんど変更せずに、特定のタスクに対応するた

めの新しいパラメーターを追加する手法です。 

o これにより、基本モデルの性能を維持しながら、特定の分野に特化した能

力を効率的に付加することができます。 

2. アダプターチューニングのメリット 

• 効率的な学習プロセス: 

o アダプターチューニングでは、基本モデル全体を再学習する必要がなく、追

加学習が必要な部分だけに変更を加えます。これにより、学習コストが大

幅に削減され、短期間で特化型モデルを構築することが可能です。 
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o 例えば、金融業界に特化したモデルを構築する際、金融に関連するデータ

のみを学習させることで、その分野に特化した LLM を迅速に生成できま

す。 

• カスタマイズ性: 

o 企業や業界ごとに異なるニーズに応じて、さまざまなアダプターを用意する

ことができます。これにより、企業の特定の業務やタスクに最適化された

LLM を作成できます。 

o アダプターチューニングは、例えば、企業 A の人事部門に特化したモデル

や、企業 B の営業部門に特化したモデルをそれぞれ別々に作成すること

ができる柔軟性を提供します。 

• 基本モデルの保護: 

o アダプターチューニングでは、元の基本モデルは変更されないため、基本

モデルを複数のタスクや分野にわたって再利用することができます。これに

より、基本モデルを基盤とした一貫性のある結果が保証されます。 

3. 具体的な応用例 

• 金融業界でのアダプターチューニング: 

o 金融業界において、金融用語や規制に対応するためのアダプターを開発

し、基本モデルに追加します。これにより、例えば、株式市場の動向に関す

る質問に対して、より的確で専門的な応答を生成することが可能になりま

す。 

o また、金融機関内でのリスク管理やコンプライアンス対応において、特定の

規制文書やガイドラインに沿った情報提供を行うモデルを効率的に構築で

きます。 

• 医療分野でのアダプターチューニング: 

o 医療分野では、医学用語や診療ガイドラインに基づくアダプターを追加する

ことで、医師や看護師向けの診療支援モデルを構築できます。 

o 例えば、特定の疾患に関する最新の研究データや治療法に関する情報を

提供するモデルを作成し、医療現場での診断や治療計画の立案をサポー

トします。 

4. マルチアダプターの可能性 

• 複数のアダプターの組み合わせ: 

o アダプターチューニングは、複数のアダプターを組み合わせることも可能で

す。これにより、例えば、金融業界向けのアダプターと法律分野のアダプタ

ーを組み合わせることで、金融法規に特化した LLM を構築することができ

ます。 

o また、特定の企業の業務フローやプロセスに最適化されたモデルを作成す

ることで、社内での情報活用がより効果的に行えるようになります。 



 14 / 19 
 

• 業界横断型モデルの構築: 

o マルチアダプターを活用することで、異なる業界や分野を横断するモデルも

構築可能です。例えば、サプライチェーン管理に特化したモデルを作成し、

製造業から物流業界までの広範な応用を目指すことができます。 

5. 将来展望 

• 継続的なモデル更新: 

o アダプターチューニングを活用することで、特定の分野における知識や規

制の変更に対しても、迅速にモデルを更新できます。これにより、常に最新

の情報に基づいた応答が可能となります。 

o 例えば、新しい法律が施行された際に、その法律に対応するアダプターを

追加し、モデルをすぐにアップデートすることで、法務部門での正確な業務

対応が可能になります。 

このように、アダプターチューニング技術は、「tsuzumi」が特定分野に特化した知識を効率

的に取り込むことを可能にし、企業や業界ごとのニーズに応じた柔軟な LLM を構築する

ための強力な手段となっています。 

4o 

You said: 

金融業界、医療分野以外での具体的な応用例は？ 

ChatGPT said: 

ChatGPT 

メモリを更新しました 

「tsuzumi」のアダプターチューニング技術を活用した金融業界、医療分野以外での具体的

な応用例として、以下の分野が考えられます。 

1. 製造業 

• 生産計画の最適化: 

o 製造業では、生産ラインのスケジューリングや在庫管理、品質管理など、

複雑なプロセスが絡み合っています。「tsuzumi」を利用して、これらのデー

タを解析し、最適な生産計画を提案することが可能です。 

o 例えば、過去の生産データや市場動向を分析し、需要予測に基づいた生

産量の調整を自動化します。これにより、在庫の過不足を防ぎ、生産効率

を最大化することができます。 
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• メンテナンスの予知保全: 

o 製造機械の稼働データを解析し、故障の兆候を早期に検知するためのア

ダプターを追加することで、予知保全を実現します。 

o 機械のセンサーデータを学習し、異常なパターンを検出して事前にメンテナ

ンスを行うことで、ダウンタイムを最小限に抑えることができます。 

2. 教育分野 

• カスタマイズされた学習支援: 

o 教育機関において、「tsuzumi」を活用した個別学習支援が可能です。生徒

ごとの学習進捗や理解度を分析し、それに応じたカスタマイズされた学習

プランを提案します。 

o 例えば、特定の教科において苦手な部分を重点的に学習させるためのア

ダプターを作成し、生徒の理解度に応じたフィードバックをリアルタイムで提

供することができます。 

• 自動化された評価システム: 

o テストやレポートの採点を自動化し、教員の負担を軽減するためのアダプタ

ーを追加することが可能です。これにより、短期間で正確な評価が行えるよ

うになります。 

o 例えば、エッセイや論文の自動採点システムを構築し、評価基準に基づい

て公正に採点を行うことができます。 

3. エンターテインメント業界 

• コンテンツ生成とパーソナライゼーション: 

o エンターテインメント業界では、ユーザーの嗜好に合わせたコンテンツの自

動生成が求められています。「tsuzumi」を活用して、映画やゲーム、音楽な

どのコンテンツをパーソナライズし、ユーザーごとに最適化された体験を提

供します。 

o 例えば、視聴履歴やユーザーの好みに基づいて、おすすめの映画やプレ

イリストを自動生成することができます。また、ゲーム内でのシナリオやキャ

ラクターの対話をユーザーの選択に応じてリアルタイムで生成することも可

能です。 

• マーケティング支援: 

o エンターテインメント企業向けに、マーケティングキャンペーンを支援するた

めのアダプターを開発し、ターゲットユーザーに最適な広告やプロモーショ

ン戦略を提案します。 

o 例えば、SNS 上のトレンドデータやユーザーのフィードバックを分析し、新し

いコンテンツやイベントのマーケティング戦略をリアルタイムで調整すること

が可能です。 
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4. 法務・リーガルテック 

• 契約書の自動レビュー: 

o 法務部門では、契約書のレビューやコンプライアンスチェックが重要な業務

です。「tsuzumi」を活用して、契約書の内容を自動で解析し、リスクの高い

条項や不備を指摘するアダプターを構築します。 

o 例えば、過去の判例や法改正に基づいて、契約書が最新の法規制に適合

しているかどうかをチェックし、必要な修正箇所を自動で提案することがで

きます。 

• 法務リサーチの効率化: 

o 法務分野でのリサーチ業務を効率化するために、過去の判例や法令デー

タベースを横断的に検索し、関連情報をまとめて提供するアダプターを活

用できます。 

o 例えば、特定の法律や条項に関する過去の判例を瞬時に検索し、重要な

ポイントを要約して提示することで、法務担当者の業務を支援します。 

5. 小売業 

• 在庫管理とサプライチェーンの最適化: 

o 小売業では、在庫管理やサプライチェーンの効率化が課題となっていま

す。「tsuzumi」を用いて、販売データや在庫データを分析し、需要予測や最

適な補充計画を立てることが可能です。 

o 例えば、季節ごとの販売トレンドを分析し、適切なタイミングで在庫を補充

することで、過剰在庫や品切れを防ぎます。また、物流の最適化を図ること

で、配送コストの削減にも寄与します。 

• 顧客サービスの向上: 

o 顧客の購買履歴や行動データを基に、パーソナライズされたサービスを提

供するためのアダプターを開発します。これにより、顧客ごとのニーズに応

じた商品提案やキャンペーンを実施することができます。 

o 例えば、顧客の過去の購入履歴を分析し、次に購入する可能性が高い商

品を自動でリコメンドするシステムを構築することができます。 

これらの応用例からもわかるように、「tsuzumi」は多岐にわたる分野で活用され、業務効

率化やサービス向上に貢献できる強力なツールです。アダプターチューニング技術を活

用することで、各業界や企業のニーズに合わせた高度なカスタマイズが可能となり、特定

の課題に対する最適なソリューションを提供できます。 

4o 

You said: 
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知的財産関連分野では？ 

ChatGPT said: 

ChatGPT 

知的財産関連分野での「tsuzumi」の具体的な応用例について説明します。知的財産分野

では、特許出願や商標登録、ライセンス契約など、専門的な知識と膨大なデータの処理

が求められます。「tsuzumi」は、これらの業務を効率化し、精度を高めるために活用でき

ます。 

1. 特許調査と分析 

• 先行技術調査の自動化: 

o 特許出願の際には、既存の特許や公開された技術文献を調査し、類似す

る技術が存在しないかを確認する必要があります。「tsuzumi」は、特許デー

タベースを横断的に検索し、関連する先行技術を自動的に抽出して要約す

るアダプターを活用することで、調査の効率化を図ります。 

o 例えば、特定の技術分野における過去の特許出願を分析し、類似性の高

い特許をリストアップして特許審査官や出願者に提示することで、出願内容

の調整や補強をサポートします。 

• 特許文献の要約と比較: 

o 特許文献は専門用語が多く、内容が複雑であることが一般的です。

「tsuzumi」を活用して、特許文献の内容を要約し、複数の文献を比較するこ

とで、技術的な特徴や相違点を迅速に把握できます。 

o これにより、特許の新規性や進歩性の評価が容易になり、より効果的な特

許戦略を立案することが可能になります。 

2. 特許書類の作成支援 

• 特許明細書の自動生成: 

o 特許明細書は技術的な内容を詳細に記述する必要があり、その作成には

多大な時間と労力がかかります。「tsuzumi」は、発明者の提供する技術情

報を基に、特許明細書のドラフトを自動生成することができます。 

o 例えば、技術的な要点を入力することで、特許請求の範囲や具体的な実施

例を含む明細書を生成し、弁理士がその内容を確認・修正することで、効

率的に特許出願書類を完成させることができます。 

• 拒絶理由通知への対応支援: 

o 特許出願に対する拒絶理由通知への対応は、特許取得のために重要なプ

ロセスです。「tsuzumi」は、特許庁からの拒絶理由通知を解析し、その内容

に基づいた適切な反論書のドラフトを提案します。 
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o これにより、特許出願者は迅速かつ効果的に拒絶理由に対処し、特許取

得の可能性を高めることができます。 

3. 知的財産権の管理と活用 

• 商標権の調査と管理: 

o 商標の登録や維持管理も知的財産分野の重要な業務です。「tsuzumi」は、

商標の類似性調査や権利範囲の分析を支援し、商標登録の成功率を高め

ることができます。 

o 例えば、出願予定の商標が既存の登録商標とどの程度類似しているかを

分析し、リスクが高い場合には代替案を提案することが可能です。また、商

標権の更新時期を管理し、期限切れを防ぐためのリマインダー機能も提供

できます。 

• ライセンス契約の支援: 

o 知的財産権のライセンス契約において、「tsuzumi」は契約書のドラフト作成

や交渉支援に役立ちます。特許や商標、著作権などのライセンス契約書の

条項を自動生成し、過去の契約データを基に適切な条項や条件を提案しま

す。 

o 例えば、特許のクロスライセンス契約において、互いの権利範囲やロイヤリ

ティの設定に関する条項を迅速に生成し、契約交渉をスムーズに進めるこ

とが可能です。 

4. 知的財産リスク管理 

• 侵害リスクの評価と対応: 

o 自社の技術が他社の特許を侵害していないかを確認することは、知的財

産管理の重要な要素です。「tsuzumi」は、技術の詳細を分析し、潜在的な

侵害リスクを評価します。 

o 例えば、新製品の開発段階で、その技術が既存の特許に抵触する可能性

を事前に検出し、開発プロセスに反映させることで、侵害リスクを最小限に

抑えることができます。 

• 特許ポートフォリオの最適化: 

o 特許ポートフォリオの管理において、「tsuzumi」は特許の価値や優先度を

評価し、不要な特許の整理や、重要な特許への集中投資を支援します。 

o 例えば、過去のライセンス収入や特許訴訟データを分析し、収益性の高い

特許とそうでない特許を区別することで、戦略的な特許ポートフォリオの構

築が可能です。 

5. 国際特許出願の支援 

• PCT 出願と翻訳支援: 
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o 国際特許出願（PCT 出願）において、各国の特許庁に提出する文書の翻

訳やローカライズが必要です。「tsuzumi」を活用して、特許明細書やクレー

ムの自動翻訳を行い、各国の規制に適合した形で文書を準備します。 

o 例えば、日本語で作成された特許明細書を英語、中国語、ドイツ語など複

数言語に迅速に翻訳し、各国での特許審査に対応できる文書を提供する

ことができます。 

知的財産分野における「tsuzumi」の応用は、特許調査から書類作成、リスク管理、国際対

応まで、多岐にわたります。これにより、知的財産関連業務の効率化と精度向上が期待さ

れ、企業の知財戦略を強力にサポートします。 

4o 
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